





























2） J. Pfeffer = G. R. Salancik, The External Control of Organizations: A Resource Dependence Perspective, Harper 
& Row, 1978.
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3） 吉田孟史『日本のベンチャービジネスの生成・成長と相互学習活動』(科研費基盤 C研究成果報告書 H7
～ H8)，吉田孟史編箸『コンカレント・ラーニング・ダイナミクス』白桃書房，2003年．
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て長期にわたって読み続けられると思われる．
本書の第一の貢献は，1960年代初頭以降の組織間関係論の系譜を，独自の分類軸と分析視点に
よって見事に整理したという点である．これまで，組織間関係論の系譜についての研究が存在しな
いわけではない．しかし本書は，そうした既存研究に屋上屋を架すものではない．起業者が行う起
業者活動の過程という時間軸と，資源から知識そして認知という関係の内容軸をもとに，これまで
の組織間関係論を整理し，今後の展望を大胆に予想している．
本書の第二の貢献は，組織間認知パースペクティブについて体系的に議論した点である．70年代
以降，資源依存パースペクティブが支配モデルになるのと軌を一にして，それ以外の認知的動機的
パースペクティブの相対的比重が低下していった．その揺り戻しとして，80年代後半から組織間
学習パースペクティブや組織間認知パースペクティブが台頭してきた．ウェイク研究者としても著
名な著者が，認知論的視点からの組織間関係論に傾斜していくことは自然の成り行きであり，ここ
に著者の基本スタンスがあることも十分理解できる．将来的には，認知パースペクティブから資源
依存関係を見直す作業のなかから，新たな知見を生み出すことを著者に期待したい．
研究書として本書の第三の貢献は，組織論あるいは組織間関係論に隣接する領域へのインパクト
である．とくにビジネス・ベンチャリング，企業者精神，市民企業家や社会企業家，地域開発など
の領域への本書の貢献は大きいと思われる．これまで起（企）業者活動を組織間関係との関連で議
論する研究は，欧米に比べて立ち遅れてきた感は否めない．起業者活動の研究と組織間関係の研究
が，全く独立して行われてきたことにその一因があるように思われる．本書によって，起業者活動
研究と組織間関係研究が，密接不可分の関係にあることを再認識する読者も多いのではないだろう
か．今後この方面でも，興味深い研究成果が蓄積されていくことを期待する．
最後に本書によって，組織間関係論の理論的面白さを体感し，新しい視点や問題意識から積極的
に理論研究に取り組む若い研究者や大学院生が増えてくることを著者とともに切望したいと思う．
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